




























の浸透深さを測定した。
⑶　 フーリエ変換赤外分光分析装置（FT-IR）により IR

スペクトルを測定し、有機酸浸せきによる樹脂の化
学構造の変化を観察した。

3.　試験方法

　3.1　試料の作製

　 　試験に用いる材料は、日本下水道事業団規格で使用
実績のある防食被覆工法の上塗材３種類（無溶剤型エ
ポキシ樹脂系上塗材：A,B、ビニルエステル樹脂系上
塗材：C）とした。このうち上塗材 B、上塗材 Cにつ
いては耐有機酸性を有する工法に使用される上塗材で
ある。これらの３種類の上塗材を用いて厚さ２mmの
遊離被膜を作製し７日間養生後、50mm × 50mmの大き
さに切り出したものを試料とした。

　3.2　硬さ測定

　 　JS防食技術マニュアル 令和５年３月版　耐有機
酸性が求められる場合の品質規格「浸せき後の強度」
に準じてバーコル硬さを測定した。同時にビッカー
ス硬さ計を用いてユニバーサル硬さ及びヤング率を
測定した。ただし、試料の浸せき期間は 30日間及び
60日間とし、浸せき液は水、10％酢酸水溶液、10％

クロロ酢酸水溶液の３種類とした。

　3.3　EPMA 分析

　 　水及び 10％クロロ酢酸水溶液に 30日間及び 60日
間浸せき後の試料を切断し、樹脂で包埋したのち、断
面の研磨を行った。乾燥後、金蒸着を行い EPMA分析
の試料とした。各試料について塩素の面分析を行い、
水浸せき後の試料をブランクとして塩素の浸透深さ
を測定した。分析条件は加速電圧 15kV、照射電流量
100nA、サンプリング時間 100msとした。

　3.4　FT-IR 分析

　 　FT-IRは ATR法（減衰全反射法）により測定した。水、
10％酢酸水溶液、10％クロロ酢酸水溶液に 30日間及
び 60日間浸せき後の各試料の IRスペクトルを比較し、
樹脂の化学構造の変化を観察した。

4.　結果

　バーコル硬さ及びビッカース硬さ計により測定したユ
ニバーサル硬さ、ヤング率の結果を図 -1に示す。
　4.1　バーコル硬さ

　 　JIS K 7060:1995には、形式 Aのバーコル硬さ計の
測定値が 30以下の場合は形式 Bのバーコル硬さ計の
測定値を用いるとの記載があり、形式 Aの測定値が全
て 30以下であったため、形式 Bの測定値を採用した。
水浸せき後の試料を基準として、10％酢酸水溶液及び

10％クロロ酢酸水溶液浸せき後の試料のバーコル硬さ
を比較した。
　 　10％酢酸水溶液では、浸せき期間 30日で全ての試
料で明確な差は認められなかった。浸せき期間 60日
で試料 Aの硬さが 19％ほど低下したが、試料 B、試料
Cはほぼ変化はなかった。
　 　10％クロロ酢酸水溶液では、浸せき期間 30日で全
ての試料の硬さが低下し、特に試料 Aは低下度合が大
きかった（72％）。浸せき期間 60日で試料 Aの硬さは
さらに 22％低下したが、試料 B、試料 Cは浸せき期間
30日からほぼ変化はなかった。

　4.2　�ビッカース硬さ計により測定したユニバーサル

硬さ、ヤング率

　 　次に、ビッカース硬さ計により測定したユニバーサ
ル硬さ、ヤング率に関してもバーコル硬さと同様に
水浸せき後の試料を基準として、10％酢酸水溶液及び
10％クロロ酢酸水溶液浸せき後の試料の測定値を比較
した。
　 　10％酢酸水溶液では、浸せき期間 30日で試料 Aは
ユニバーサル硬さが 78％、ヤング率が 62％低下し、
試料 Cはユニバーサル硬さが 21％、ヤング率が 27％

低下した。試料 Bのユニバーサル硬さ、ヤング率は水
と同程度であった。浸せき期間 60日で試料 Aはユニ
バーサル硬さが 12％、ヤング率が 23％ほど更に低下
したが、試料 B、試料 Cは浸せき期間 30日からほぼ
変化はなかった。
　 　10％クロロ酢酸水溶液では、浸せき期間 30日で試
料 Aはユニバーサル硬さが 94％、ヤング率が 97％低
下し、試料 Bはユニバーサル硬さが 74％、ヤング率
が 40％低下、試料 Cはユニバーサル硬さが 38％、ヤ
ング率が 51％低下した。浸せき期間 60日では、試料
Aはユニバーサル硬さ及びヤング率に大きな変化はな
かった。試料 Bはユニバーサル硬さが 10％、ヤング
率が８％さらに低下した。試料 Cはヤング率が 15％

程度低下したが、ユニバーサル硬さは大きな変化がな
かった。試料 Aのユニバーサル硬さ及びヤング率は浸
せき期間 30日で既にかなり低い値になっていること
から、60日間浸せき後でも測定値はほぼ変化しなかっ
たと考えられる。
　 　バーコル硬さでは試料 B、試料 Cの浸せき期間の違
いによる測定値の変化はほとんど認められなかった
が、ユニバーサル硬さ及びヤング率では試料 Bのユニ
バーサル硬さ及びヤング率、試料 Cのヤング率の測定
値の低下が確認できた。また、試料の違いによる測定
値の差もバーコル硬さより明確にあらわれていること
から、ビッカース硬さ計で得られたユニバーサル硬さ
及びヤング率は、バーコル硬さと比較して試料、浸せ
き液、浸せき期間の違いによる測定値の差を明確に捉
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えることができた。

　4.3　�EPMA 分析

　 　次に水及び 10％クロロ酢酸水溶液に 30日間及び 60

日間浸せき後の試料について EPMA分析による塩素の
浸透深さを測定した。図 -2に面分析結果を、表 -2に
塩素の浸透深さを示す。
　 　試料 Bは元々塗膜自体に塩素を含んでいるが、10％

クロロ酢酸水溶液浸せきにより更なる塩素の浸透が進
んだ。前項の硬さ測定の結果より、試料 Bの浸せき期
間が長くなるにつれてユニバーサル硬さ及びヤング率
が低下する傾向は、塩素の浸透深さの増加傾向と一致
した。一方、バーコル硬さについては、試料 Aは低下
するが試料 B、試料 Cは浸せき期間によりほぼ変化し
ないことから、バーコル硬さ計の測定結果との関係が

明確にはならなかった。

　4.4　�FT-IR 分析

　 　次に、水、10％酢酸水溶液、10％クロロ酢酸水溶
液に 30日間及び 60日間浸せき後の試料について、
FT-IR分析（ATR法）を行った。試料 A、試料 Bにつ
いては 1700cm-1付近で酢酸又はクロロ酢酸由来のカル
ボニル基のピーク 4)が確認できたが、試料 Cについ
ては塗膜自体にカルボニル基を含むため酢酸又はクロ
ロ酢酸由来のピークが確認できなかった。ATR-IR法
では試料の押し付け具合によりピーク強度が変わるた
め、ピーク強度自体の比較による評価はできない。そ
こで芳香環由来のピーク（1500cm-1)を基準とし、基
準ピークとカルボニル基のピークとの相対強度比を算
出し、各試料（ただし、酢酸又はクロロ酢酸由来のピー
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明らかになった。ただし、カルボニル基のような有機
酸に含まれる特徴的な官能基が試料に元々含まれる場
合にはこの方法での評価は適さず、全ての材料につい
て有用な評価方法ではないことも明らかである。

5.　まとめ

⑴ 　「浸せき後の強度」試験時のバーコル硬さ計の押し
付け荷重のばらつきによる測定結果への影響を確認す
るため、バーコル硬さを基準としてビッカース硬さ計
によりユニバーサル硬さ及びヤング率を測定し比較し
た。有機酸の影響による試料の物性変化は、バーコル
硬さ計よりビッカース硬さ計により得られるユニバー
サル硬さ及びヤング率の値を用いた場合の方が、試料、
浸せき液、浸せき期間の違いによる差をより明確に捉
えることができた。
⑵ 　測定対象物（塗膜）によっては、EPMA分析による
塩素の浸透深さの測定では、塩素の浸透深さの増加と
ユニバーサル硬さ及びヤング率の低下の傾向が一致す
る傾向が見受けられたが、バーコル硬さは塩素の浸透
深さとの関連性を見いだせなかった。

⑶ 　FT-IRによる IRスペクトル分析では、芳香環に対
するカルボニル基のピーク強度比から塗膜中の樹脂構
造の変化を定量的に把握できるが、全ての材料に適用
できる方法ではないことも明らかになった。　　
　以上の結果から、バーコル硬さの測定での注意点を補
う手法として、ビッカース硬さ計による硬さ測定に加え、
EPMA分析による塩素の浸透深さの測定、IRスペクトル
から得られる基準ピークとカルボニル基のピークとの相
対強度比の比較など化学的観点からの評価を組合せるこ
とにより、有機酸の影響による防食被覆層の物性変化を
より精度よく定量的に評価できる可能性があることが示
唆された。

6.　今後の予定

　クロロ酢酸水溶液を浸せき液として使用した場合、酢
酸水溶液を使用した場合より早期に防食被覆材料の物性
変化が確認できた。早期に得られる試験結果の有効性に
ついて検討していく必要がある。
　本検討では、有機酸の影響による防食被覆層の物性変
化は上塗材から進行すると想定し、特性及び傾向をつか
むために上塗材のみを硬化させた塗膜片を用いて評価を
実施したが、実際の下水道関連施設では防食被覆工法と
して施工されることから、上塗材だけでなく防食被覆工
法としての評価も実施する。また、エポキシ樹脂系、ビ
ニルエステル樹脂系の上塗材のみでの評価になるため、
ポリウレア樹脂など日本下水道事業団規格で使用される
他の樹脂系の上塗材を用いた評価も実施する予定であ
る。当協会では今後も適切な試験・評価に努めていく所
存である。
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図 -1　寸法、形状 図 -2　素地調整の区分

1.　はじめに

　防食用塗料に求められる重要な機能の一つが環境遮断
性である。鋼材に塗装して形成された塗膜は、水や酸素、
塩化物イオンなどの腐食因子を遮断し、鋼材を腐食から
守る 1)。一方で、塗膜自身も環境からの影響を受け、塗
膜中の樹脂成分は紫外線や水などによって劣化し 2),3)、
白亜化 4) を経て塗膜減耗に至る。塗膜の厚さと耐久性は
密接な関係があり 5)、塗膜が減耗すれば環境遮断機能も
低下し、塗膜が消失すればその機能も失われる。塗装さ
れた構造物を維持管理する上で塗膜の減耗速度に関する
情報は重要である。
　塗膜の減耗速度に関しては、横地ら 6) は海浜地区にて
試験片を 10 年間暴露して調査を行い、例えば、ウレタ
ンエナメル塗膜の減耗速度を 2.7µm/ 年、エポキシエナ
メル塗膜の減耗速度を約 10µm/ 年であると算出してい
る。また、竹口ら 7) は本州四国連絡高速道路の海峡部長
大橋の膜厚の定点測定を約 10 年間行い、例えば、上弦
材の上面の下塗の減耗速度は 7 ～ 10µm/ 年と算出して
いる。いずれも 10 年間調査を継続したことで得られた
知見である。塗膜の減耗量を調べるには長い年月を要す
るため、このような報告事例は数少なく貴重である。
　本調査では、前述の 10 年間の暴露よりも更に長期の
30 年間暴露した塗装試験片を用いて暴露による塗膜減
耗量を調査した。重防食塗装系に期待される耐用年数は
50 年といわれており 8)、30 年は、その期待耐用年数の
半分を超える期間となる。その結果について報告する。

2.　試験内容

　2.1　試験片

　�　本調査は、旧日本道路公団試験研究所（現㈱高速道
路総合技術研究所（NEXCO 総研））が 1991 年から 2021

年まで30年間暴露試験に供した試験片20枚を用いた。
当該試験片は、さびが残存した状態の鋼板上に塗装す
る仕様の防食性評価を目的に作製されたものであり、
さび面防錆塗装系としている。さび面防錆塗装系とは、
厚膜形エポキシ樹脂塗料（300µm）やエポキシガラス
フレーク塗料の遮蔽効果によりさびの再発を抑制する
ことを期待した塗装系である。30 年間の暴露の結果、

半数以上の試験片にて、カット部からの塗膜の膨れや
はがれ、一般部の一部の箇所からの発錆が進んだこと
から試験は終了となった。

　 　本調査では、暴露試験終了後に回収された試験片の
塗膜が残存している一般部を対象に外観及び断面観察
を行い、塗膜の厚さを計測し、塗膜減耗量を算出した。

　 　以下⑴から⑹では、1991 年当時に作製した暴露試
験片の基板、素地調整、塗装仕様、暴露 30 年後の状
態について記述する。

　⑴基板
　 　寸法300mm×150mm×6mmのブラスト鋼板を無塗装状

態で東京都内に 10 か月間水平暴露して発錆させたさ
び鋼板を基板としている。鋼板の寸法、形状を図 -1

に示す。
　⑵素地調整
　 　ディスクサンダーを用いて試験片の左半分を ISO 

St 2、右半分を ISO St 3 となるようにさび落としさ
れている。素地調整の区分を図 -2 に示す。
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図 -3　工程塗りの区分

表 -1　塗装仕様の種類

図 -4　塗膜構成の断面模式図

（赤点線内：観察部位①～③）
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下塗第3層まで塗装(区分ウ） 

中塗まで塗装(区分イ） 

上塗まで全塗装(区分ア） 

3.RT    A1 試験片記号 

工程 仕様 1 仕様 2 仕様 3 仕様 4

素地調整 St 2/St 3 St 2/St 3 St 2/St 3 St 2/St 3

下塗第 1 層
H-OZ

(50)

MD-E

(60)

H-OZ

(50)

MD-E

(60)

下塗第 2 層
MD-E

(60)

MD-E

(60)

MD-E

(60)

MD-E

(60)

下塗第 3 層
E-300

(300)

E-300

(300)

GF-EP

(300)

GF-EP

(300)

中塗
U(N)

(30)

U(N)

(30)

U(N)

(30)

U(N)

(30)

上塗
U(U)

(30)

U(U)

(30)

U(U)

(30)

U(U)

(30)

合計膜厚
(µm)

470 480 470 480

　表中の記号　H-OZ ：有機ジンクリッチペイント
　　　　　　　MD-E ：変性エポキシ樹脂塗料下塗
　　　　　　　E-300 ：厚膜形エポキシ樹脂塗料（300µm）
　　　　　　　GF-EP ：エポキシガラスフレーク塗料
　　　　　　　U(N) ：ポリウレタン樹脂塗料用中塗
　　　　　　　　　 　（エポキシ樹脂系塗料）
　　　　　　　U(U) ：ポリウレタン樹脂塗料上塗
　括弧内数字は膜厚（µm）

揮発分比重の数値から下記数式 9) による理論塗付量
を求め、塗付対象箇所の面積を乗じた塗付量になるよ
うに塗付重量が管理されている。

ｘ＝ｙ×（ｄｔ×ｄｓ× 100）／［ｄｓ× 100 －ｄｔ

　　×（100 －ＮＶ）］・・・ 数式 9)

　　　ｘ　：理論塗付量［ｇ / ㎡］
　　　ｙ　：乾燥膜厚［µm］
　　　ｄｔ：塗料の比重［ｇ / ㎤］
　　　ｄｓ：揮発分の比重［ｇ / ㎤］
　　　ＮＶ：塗料の不揮発分［重量％］

　⑶塗装
　 　試験片は、図 -3 に示すように上塗と中塗、下塗 3 層、

計 5 層の各層が階段状に並ぶように工程塗りされてい
る。塗膜構成の断面模式図を図 -4 に示す。図 -4 には、
観察部位を併せて示している。観察方法及び観察部位
については 2.2 で後述する。

　 　塗装仕様の種類は表 -1 に示すとおり、仕様 1 ～仕
様 4 の 4 種類である。さらに、各仕様とも塗料製造
会社ごとに作製している。5 社分の塗料を使用したこ
とから、作製した試験片は合計で 20 枚である。なお、
試験片作製当時の各社ポリウレタン樹脂塗料用中塗は
全てエポキシ樹脂系塗料に相当する。色については、
上塗は日塗工色見本帳の 22-85H 近似（ベージュ色）、
中塗は 22-85H 近似淡、下塗は各社製品の設計色であ
る。上塗まで全塗装した区分には、黒色のポリウレタ
ン樹脂塗料上塗を用いて試験片記号が記されている。

　 　塗装方法は、表面と裏面の両面ともハケ塗りである。
塗膜管理として、目標とする乾燥膜厚に塗装するため
に、塗料の説明書に記載されている不揮発分、比重、

　⑷カットの付与
　 　図 -5 に示す位置に P カッター（プラスチック用カッ

ター）を用いて鋼素地に達するカットが付与されてい
る。

　⑸暴露
　 　本試験片は、中塗や下塗各層の塗膜が露出した状態

となるが、特に養生等は行わずそのまま暴露試験に供
された。試験片は、東京都町田市にある旧日本道路公
団試験研究所（現 NEXCO 総研）の社屋の屋上に設置さ
れた。暴露試験片調査は、1、2、3、4、5、6、7、9、
13、30 年後に実施され、30 年後に回収となった。試
験片を取り付けた暴露架台の状況を図 -6 に示す。
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表 -9　観察部位②の減耗計測結果（単位：µm）

平均で 19µm であった。暴露の裏面となるため減耗速
度は表面より小さく、約 0.6µm/ 年であった。塗膜の
減耗速度に関する報告事例は少ないため、今後も暴露
された塗装試験片の調査を行い、減耗速度に関する知
見を蓄積していきたいと考える。

4.　まとめ

　東京都内にて 30 年間暴露した試験片の断面観察を行
い、塗膜減耗量から減耗速度を算出した。ポリウレタン
樹脂塗料上塗塗膜は 30 年間で平均 13µm 減耗しており、
減耗速度は約 0.4µm/ 年であった。過去に報告されてい
るポリウレタン樹脂系塗膜の減耗速度２µm/ 年より小さ
い値となった。暴露環境の違いによるものと考える。エ
ポキシ樹脂系塗膜は 30 年間で平均 349µm 減耗しており、
減耗速度は約 11µm/ 年であった。過去に報告されてい
るエポキシ樹脂系塗膜の減耗速度とほぼ同じ値となっ
た。試験片の裏面では、エポキシ樹脂系塗膜は 30 年間
で平均 19µm 減耗しており、減耗速度は表面より小さく
約 0.6µm/ 年であった。
　これまで 10 年間の暴露による調査から塗膜の減耗速
度が算出されていたが、本調査では更に長期の 30 年間
暴露した試験片を調査して減耗速度を算出した。今後も
暴露された塗装試験片の調査を行い、塗膜の減耗速度に
関するデータを蓄積し、塗膜の耐久性に関する知見を得
たいと考える。
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1.　はじめに

　2012年 12月に発生した笹子トンネルでの天井板崩落
事故以来、道路や橋梁構造物の定期点検がこれまで以上
に重要視されている昨今、その附帯設備についても同様
に、安全性を維持するための定期点検が実施され、イン
フラの維持管理に大きく役立っている。附帯設備には道
路標識をはじめ、防護柵等さまざまな設備があり、その
多くは「合いマーク」を付したボルト・ナットにより支
持されている。
　合いマークとは、ボルト・ナットの緩みを目視により
確認可能とするための措置であり、橋梁や道路標識等
に使用されるアンカーボルトや、機械組み立ての際に使
用されるボルト等に付されるマークのことである。合い
マークは、ボルト、ナット、座金及びプレート部に連続
してマーキングされ、市販のマーカーペン等で対象物に
直接書き込む。点検時に合いマークにずれが生じている
と、ボルト・ナットの緩みを目視により判断することが
できるため、点検の効率化に大いにつながる。マーカー
の色は、日陰の場所や夜間に作業を行うなどの理由から、
現場で視認性の良い赤系マーカーの使用が推奨されてい
る。
　なかでも、高速道路関係の構造物で使用されるアン
カーボルトは、固定した後に防食塗料で被覆され、その
塗膜に対して合いマークを付与することが多い。しかし、
点検対象物によっては、マーカーが風雨に曝されるため、
５年に一回の頻度で行う詳細点検時には、インクが消失
して視認できなくなるケースが報告されている 1)。合い
マークの記入に用いるマーカーは、屋外用で雨や紫外線
等に対して耐久性が期待できるものを使用すること 2)と
されているが、具体的にどのような種類のマーカーを使
用することが望ましいかは、あまり検討されていない。
そこで、促進耐候性試験を用いて劣化させたマーカー
の目視評価の検討を行い、屋外環境下で使用される合い
マークに適したマーカーの検討を行った。

2.　検討の概要

　市販のマーカーの中でどのような種類のマーカーが耐

候性に優れているかを確認することを目的として８種類
のマーカーを選定し、試験板に塗付した後、促進耐候性
試験を行った。本検討においては、一次検討として、主
に３種類の上塗材（ふっ素樹脂、シリコーン樹脂、ポリ
ウレタン樹脂）を施した塗装済み試験板（以下、「試験板」
という。）を作製し、上塗材の違いによりマーカーの付
着性や目視評価（以下、「視認性」という。）に差が生じ
るかを確認した。また、インク表面の観察や赤外分光分
析を行い、マーカー含有成分と促進耐候性や視認性との
関連性について検討を行った。
　さらに、二次検討として、マーカーを塗り重ねたとき
の耐候性向上の効果を確認するため、塗り重ねたマー
カーの促進耐候性試験後の光沢保持率及び色差について
も検討を行った。なお、塗り重ねについては、あくまで
実験による効果確認のためであり、現場ではボルト・ナッ
トは無数にあるため、一箇所当たりに合いマークを複
数回塗付することは現実的ではないことを予め述べてお
く。

3．　試験方法

　3.1　一次検討

　　3.1.1　試験板の作製

　　 　８種類のマーカーを塗付するための試験板を作製
するため、基板に対して 3種類の塗装系により塗装
を行った。上塗材の塗装完了後は、標準状態（温度
23 ± 2℃、相対湿度 50 ± 5％）にて７日間以上養生
を行ったものを試験板とした。試験に用いた８種類
の市販マーカーを表 -1に、3種類の塗装系を表 -2

に示す。

　　3.1.2　試験片の作製（マーカーの塗付）

　　 　各試験板に対し、各マーカーを直線状に１回塗付
し、標準状態にて 24時間静置したものを試験片と
した。試験片の外観を図 -1に示す。

　　3.1.3　テープ付着性

　　 　上塗材（以下、「下地」という。）の違いによる各

－ 36 －

促進劣化させた合いマークの視認性に関する評価検討

相　澤　春太朗

鈴　木　　　真

松　本　倫　毅

小手川　弘　樹

西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社　阪奈事務所　土木一課

西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社　構造技術部

一般財団法人 日本塗料検査協会　西支部検査部

一般財団法人 日本塗料検査協会　西支部検査部















酸化チタン含有マーカー（左： 右： ）

アクリル系を樹脂とするマーカー（左： 右： ）

シリコーン系を樹脂とするマーカー（左上： 右上： 左下： 右下： ）

図 -9　促進耐候性試験後の各マーカーの色差
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持率及び色差測定の結果より、マーカー A,B,Cの
例から、樹脂の劣化に伴う光沢保持率の著しい低
下と、早期にインクが消失することとは相関性を
有する結果を示した。逆に、光沢保持率の変化が
小さいマーカー D,F,G,Hは、樹脂の劣化が抑制さ
れたため、インクが長期間残存したと考えられる。
ただし例外として、著しい光沢保持率の低下があっ
たとしても、表面の劣化により微細な凹凸が生じ
ながらインクが残存するものは、視認性を確保す
る場合があることをマーカー Eの例から確認する
ことができた。

　5) 　視認性が低下する要因として、樹脂の劣化に伴
う顔料の脱落による場合と、赤系顔料の退色によ
る場合の２通りが考えられる。

　6) 　屋外用合いマークとして最も適したマーカーは、
シリコーン系を樹脂とする黒系の G,Hであった。
黒系でも樹脂がシリコーン系ではない Bは、屋外
用合いマークとしてはあまり適さないことがわ
かった。一方、赤系の中で屋外用合いマークとし
て適したマーカーは、複数回塗り重ねる条件付き
で D,E,Fであった。酸化チタンを含有する赤系の
A,Cは、屋外用合いマークとして長期間での適用は
適さないことが明らかになった。

6.　今後の課題

　二次検討の促進耐候性 4500時間までの光沢保持率及
び色差測定では、赤系については、１回塗りで 4500時
間まで測定可能なマーカーはなかった。複数回塗り重
ねることで耐候性が向上するマーカーはあったが、現
場で無数のようにあるボルト・ナットについて、一箇
所当たりに合いマークを複数回塗付することは現実的
ではない。そのため、赤系で１回塗りでも退色しにく
い耐候性の優れたマーカーを探索する必要がある。
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2024-9

　2) 　国土交通省 道路局 ,平成 25年 2月 総点検実施
要領（案）：【道路標識、道路照明施設、道路情報提
供装置編】 参考資料

　3) 　PerkinElmer Japan合同会社 ホームページ：異
物スペクトルの解析  無機酸化物（酸化チタン , 

酸化亜鉛）（2024年９月現在）
　  https://www.perkinelmer.co.jp/tabid/3094/Default.

　  aspx

　4) 　PerkinElmer Japan合同会社 ホームページ：異
物スペクトルの解析⑥ アクリル樹脂（2024年９月

現在）
　  https://www.perkinelmer.co.jp/tabid/2576/Default.

　  aspx

　5) 　PerkinElmer Japan合同会社 ホームページ：異
物スペクトルの解析⑬ シリコーン樹脂（2024年９

月現在）
　  https://www.perkinelmer.co.jp/tabid/2645/Default.

　  aspx
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1.　まえがき

　2024年の ISO/TC35（ペイント及びワニス専門委員会）
の SC9関連の国際会議は、６月４日から７日の間でイギ
リス、ロンドンにおいて対面及びオンラインでのハイブ
リッド形式で開催された。
　本期間中に各ワーキンググループ（WG）による個別の
会議が開催され、各 WG共投票結果を一つずつ丹念に確
認、活発な議論が行われ、今後の活動方針を策定した。
更に昨年に引き続き SC14（鋼構造物の防食塗装システ
ム分科委員会）との試験方法に関する合同会議が行われ
た。各会議での推奨案は、上部組織である SC9（塗料の
一般試験方法分科委員会）において承認決議が行われた。
また、翌週にはその上部組織である TC35総会が開催さ
れ、各分科委員会（SC）からの報告、特定案件に対する
他の専門委員会（TC）或いは外部組織との連携に関する
議論、今後の会議開催場所等、全体の総括が行われた。
日本からは、SC9、SC14、SC15（コンクリートの前処理
と防食塗装システム分科委員会）へ総勢 13名が参加し
た。年々 ISOへの理解と関心が高まっていることが伺え
る。各 WG、TC35/SC9及び TC35総会の参加状況は以下の
とおりである。

TC35国際会議週間
　 6月 4日㈫　SC9/WG31（硬化後の塗料の性能）
 参加者 34名
 SC9/WG32（風力発電ローターブレード 

 用塗装システム）　参加者 20名
　 6月 5日㈬ SC9/WG30（硬化前の塗料の性能 )

 参加者 20名
 SC14 ＆ SC9 合同会議　参加者 50名
　 6月 7日㈮ TC35/SC9（塗料の一般試験方法分科委 

 員会）　参加国 14カ国
 （イギリス、フランス、ドイツ、オランダ、
 スイス、スウェーデン、フィンランド、 
 アメリカ、ガーナ、ヨルダン、パキス

 タン、インド、中国、日本）
　 6月 13日㈭ TC35総会（ペイント及びワニス技術専 

 門委員会）　参加国 14カ国（日本は Web 

 参加）
 （フランス、アメリカ、インド、イギリス、
 ドイツ、デンマーク、日本、オランダ、
 パキスタン、中国、フィンランド、
 スウェーデン、スリランカ、スイス）
　各 WGでの規格開発状況及び SC9での決議内容につい
て、以下に報告する。

【参考】略語（開発段階、用語）
PWI：予備業務項目、NP又は NWIP：新規提案，WD：作業原案，
CD：委員会原案，DIS：国際規格案，FDIS：最終国際規
格案，IS:国際規格，TR：技術報告書，TS：技術仕様書，
SR：定期見直し

2.　TC 35/SC 9/WG 30　硬化前の塗料の性能

　 　6月 5日に開催された WG30会議の内容、及び開発
状況を紹介する。

　2.1　新コンビナー選出

　 　昨年末にコンビナーが退任したため、不在であった
が、新たにドイツの Artur Schӧnlein氏が選出された。

　2.2　アクティブ作業事案

　　⑴ 　ISO/ NP 3219-3, Rheology ̶ Part 3: Test 

procedure and examples for the evaluation 

of results when using rotational and 

oscillatory rheometry（レオロジー - 第３部 :

回転及び振動レオメトリーの試験手順と評価例）
（対応 JIS:なし）

　　　 　ドイツ提案の案件で、数年前の NP投票で２ヵ
国のみのエキスパート登録で不承認となったが、
昨年の国際会議にて、本案件の重要性について再
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度説明が行われ、５カ国のエキスパートを確保で
きる見通しが立ったため、再チャレンジの NP投
票が実施された。結果は承認要件を満たし、コメ
ントも編集的事項のみであった。原案を改訂し、
CD意見照会に進むことが合意された。

　　⑵ 　ISO/PWI 3219-4 ＆ -5, Rheology（レオロジー）
（対応 JIS:なし）

　　　 　- Part 4: Measurement errors caused by 

sample and application when using rotational 

and oscillatory rheometry（－第４部：回転及
び振動によるレオロジー測定時のサンプル及びア
プリケーションによる測定誤差）

　　　 　- Part 5: Calibration, adjustment, verification 

when using rotational and oscillatory 

rheometry（－第 5部：回転及び振動によるレオ
ロジー測定時の校正、調整、検定）

　　　 　これらの規格事案は、ISO/TC61（プラスチック
専門委員会）/SC5（物理・化学的性質分科委員会）
との共同開発としてドイツより提案されている。
プロジェクトの進捗状況についての説明が行われ
たが、まだ準備段階である。

　　⑶ 　ISO/PWI 22706, Paints and varnishes ̶ 

Bubble pressure tensiometry（バブルプレッシャー
表面張力計）（対応 JIS:なし）

　　　 　初期原案が提示され、プロジェクトが開始さ
れた。タイトル名を「塗料とワニス－あわ粘度
計を用いた動的表面張力の測定法」と改訂した。
Form ４（提案書）を提出し活動を開始する。

　　⑷ 　ISO/PWI 22755, Paints and varnishes ̶ 

Surface energy of powders（粉体の表面エネル
ギー）（対応 JIS:なし）

　　　 　原案はドイツのグループによって準備中であ
る。もう一年、PWIとして続けることができる。

　2.3　定期見直し事案

　　　 　投票結果を一つずつ確認し、今後の行動を決定
した。

　　⑴ 　ISO 21545:2018, Paints and varnishes ̶ 

Determination of settling（沈降性の測定法）
（対応 JIS:なし）

　　　 　スウェーデンから、本測定法はあまりにも古く、
単純であり、現在光散乱法により早く測定できる
ため、廃止コメントが出された。しかしながら、
光散乱法は、現在欧州規格や ISO規格にあるか不
明のため、本規格は継続で合意された。

3.　ISO/TC 35/SC 9/WG 31 硬化後の塗料の性能

　 　６月４日に開催された WG31会議の内容、及び開発
状況を紹介する。

　3.1　アクティブ作業事案

　　⑴ 　 ISO/DIS 4628-3, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of quantity and size of defects, 

and of intensity of uniform changes in 

appearance ̶ Part 3: Assessment of degree 

of rusting（塗膜欠陥 - 第 3部：サビの等級）（対
応 JIS: K 5600-8-3）

　　　 　コメントを確認し、原案の改訂を行った。特に
TC107/SC4（金属及び無機質被膜専門委員会 /溶
融めっき（亜鉛めっき等）分科委員会）からのコ
メントでスコープに関する部分は臨時会議で議論
し解決した。改訂原案で FDISへ進むことが合意
された。

　　⑵ 　ISO/CD 6270-2, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to humidity ̶ 

Part 2: Condensation (in-cabinet exposure 

with heated water reservoir)（耐湿性 － 第２

部 加熱水槽付きキャビネット内暴露による結露
法）（対応 JIS:なし）

　　　 　ISO 11503の方法と統合する改訂を行い、その
後 ISO 11503は廃止することで合意された。

　　　 　また、原案は CD 6270-2のコメントに基づいて
更新された。いくつかの未解決のコメントについ
て議論されたが、追加的な変更は行われなかった。
附属書 A の図についての提案はなく、特に変更
されなかった。改訂した原案を DISへ進めること
で合意された。

　　⑶ 　ISO/CD 11997-1, Paints and varnishes 

- Determination of resistance to cyclic 

corrosion conditions - Part 1: Wet（salt 

fog)/dry/humid（サイクル腐食試験方法 - 塩水
噴霧 /乾燥 /湿潤）（対応 JIS: K 5600-7-9）

　　　 　プロジェクトリーダーにより SR投票時のコメ
ントが確認され、いくつかのコメントについて
議論された。移行時間についてプロジェクトリー
ダー間で確認を行う。現行のサイクルは変更せ
ず、注釈として移行時間を追加することが提案さ
れた。改訂原案は CDを省略し、DISへ進めるこ
とで合意された。

　　⑷ 　ISO/CD 11997-2, Paints and varnishes ̶ 

Thermal performance of paint films ̶
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　　　 　Determination of solar irradiation 

penetration ratio with heat flow meter（サイ
クル腐食試験方法 －　第２部　塩水噴霧 -乾燥
-湿度 -UV）（対応 JIS:なし）

　　　 　SR投票時のコメントに従い、ISO/FDIS 4892-3

に整合させた光源の変更がある。改訂原案は CD

を省略し、DISへ進めることで合意された。 

　　⑸ 　ISO/DIS 19397, Determination of the film 

thickness of coatings using an ultrasonic 

gage（膜厚測定 - 超音波ゲージ）（対応 JIS:なし）
　　　 　DIS投票での技術コメントに従って原案を改訂

した。改訂原案で FDISへ進むことで合意された。
　　⑹ 　ISO/AWI 21227-1, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of defects on coated surfaces 

using optical imaging ̶ Part 1: General 

guidance（光学画像による欠陥評価－第１部 : 

一般指針）（対応 JIS:なし）
　　　 　この 20年間でデジタル画像処理の技術が根本

的に変化したため、本規格の改訂は非常に広範囲
に及んでおり、WG31において原案作成を継続す
る。さらに、規格の第１部には新しい手順が盛り
込まれた。時間を稼ぐために、このプロジェクト
を予備段階（PWI）にするよう要請し、PWIに変
更することで合意された。

　　⑺ 　ISO/AWI 21227-4, Paints and varnishes ̶ 

Evaluation of defects on coated surfaces 

using optical imaging ̶ Part 4: Evaluation 

of filiform corrosion（光学画像による欠陥評
価－第４部：糸サビの評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　この 20年間でデジタル画像処理の技術が根本
的に変化したため、本規格の改訂は非常に広範囲
に及んでおり、WG31において WDレベルで継続す
る。時間を稼ぐために、このプロジェクトを予備
段階（PWI）にするよう要請しており PWIに変更
することで合意された。

　　⑻ 　ISO/CD TR 22785-1, Coatings on plastics 

and composites 

　　　 　̶ Part 1: General introduction（プラスチッ
クと部品の塗装 － 第１部　一般的説明と用語）

　　　 　ISO/CD TR 22785-2, ̶ Part 2: Weathering

（第２部　耐候性）
　　　 　ISO/CD TR 22785-3, ̶ Part 3: Constant 

climate and alternating climate tests（第３部
一定の気象条件と代替試験）

　　　 　ISO/CD TR 22785-4, ̶ Part 4: Abrasion（第

４部　摩耗性）
　　　 　ISO/CD TR 22785-5, ̶ Part 5: Chemical 

resistance（第５部　耐化学薬品性）
　　　 　ISO/CD TR 22785-6, ̶ Part 6: Stone chip 

resistance（第６部　耐ストーンチップ性）
　　　 　数か月の間、プロジェクトマネージャー、ISO

編集部間で原案を議論してきたが、TR（技術報
告書）の新ルールに適合させるのが難しいため、
IS（国際規格）化することで合意された。また、
22785-7（付着性）、22785-8（塗装膜厚）を新た
にシリーズに追加する。何れの案件も Form 4（提
案書）を準備して提案する。

　　⑼ 　ISO/NP 25014, Paints and varnishes ̶ 

Coatings on concrete ̶ Determination of 

film thickness on cross section（コンクリー
ト上の塗装 - 断面における膜厚の測定）（対応
JIS:なし）

　　　 　NP投票の結果、提案は受け入れられた。SC15

（コンクリートの表面処理と塗装分科委員会）は
本案件に関与することを希望し、SC15としては
SC9と共同で作業を行いたいので、合同 WGを提
案した。原案を SC15にも送付しコメントを求め
ることとで合意された。

　　⑽ 　ISO/PWI 9124, Paints and varnishes ̶ 

Thermal performance of paint films ̶
Determination of solar irradiation 

penetration ratio with heat flow meter（塗膜
の熱性能－熱流計による日射侵入比の測定方法）
（対応 JIS K 5603）

　　　 　日本からの提案の案件であり、昨年 PWIへ一旦
後退した。プロジェクトリーダーより進捗状況の
報告があり、2024年中に再度 Form 4（提案書）、
原案を提出すること及び、まずは TS（技術仕様書）
として提出することを報告し合意された。

　3.2　�定期見直し事案

　　⑴ 　ISO 2812-5:2018, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to liquids

　　　 　̶ Part 5: Temperature-gradient oven method

（耐液体性の測定方法 - 第 5部　グラディエント
オーブン法）（対応 JIS:K5600-7-3）

　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑵ 　ISO 7783:2018, Paints and varnishes ̶ 

Determination of water-vapour transmission 

properties ̶ Cup method（水蒸気透過性の測定
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方法 - カップ法）（対応 JIS:なし）
　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑶ 　ISO 2812-2:2018, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to liquids

　　　 　̶ Part 2: Water immersion method（耐液体
性の測定方法 - 第 2部　水浸漬法）（対応 JIS: 

K5600-6-2）
　　　 　コメントなしのため、“継続”で合意された。
　　⑷ 　ISO 4623-1:2018, Paints and varnishes ̶ 

Determination of resistance to filiform 

corrosion ̶ Part 1: Steel substrates（耐糸
状腐食の評価方法 - 第 1部　鋼板基材）（対応
JIS:なし）

　　　 　オーストラリアのみ改訂で投票したが、コメン
トがなく、“継続”で合意された。

　　⑸ 　 ISO 21546:2019, Paints and varnishes ̶ 

Determination of the resistance to rubbing 

using a linear abrasion tester (crockmeter)

（直線磨耗試験機（クロックメーター）によるラ
ビング抵抗性の測定）（対応 JIS:なし）

　3.3　新規プロジェクトの提案

　　⑴ 　ISO 22785, Coatings on plastics and 

composites（プラスチックと部品の塗装）
　　　̶ Part 7: Adhesion（第 7部 :（付着性））
　　　̶ Part 8: Film thickness（第 8部 :（膜厚））
　　⑵ 　新案件構想：
　　　 　ドイツが自動車の塗装に対するレーダーの透過

性に関する案件についてのアナウンスを行った。
ISO/TC22/SC32/WG16（道路運送車両専門委員会 - 

電気・電子部品及び一般システム側面分科委員会 

- 自動車知覚センサー）と緊密に協力して進め
る。「塗料とワニス - 自動車用塗装のレーダー透
過性」として PWI登録をすること、プロジェクト
リーダー及び TC22のリエゾンを設定することで
合意した。TC22では、ISO 5154:2023（電波透過
仕様製品用装飾メタリック・コーティング - 指
定及び特性評価方法）を作成しているので重複に
ついては留意する。

　　⑶ 　ISO 11998,（塗膜の耐湿潤摩耗性の試験方法）
（対応 JIS: K5600-5-11）

　　　 　改訂で進めていたが、期限に間に合わなかった
ため、中断されていた。CD意見照会から再スター
トすることが合意された。

4.　�ISO/TC 35/SC 9/WG 32　風力発電ローターブレード

用塗装システム

　 　6月 4日に開催された WG32会議の内容、及び TS（技
術仕様書）の開発状況を紹介する。

　4.1　新規開発事案

　　⑴ 　ISO/PWI TS 19392-4, Paints and varnishes 

- Coating systems for wind-turbine rotor 

blades - Part 4: Influence of rain erosion 

damage on the ice formation on rotor blade 

coatings（風力発電ローターブレードの塗装シス
テム－第４部：ローターブレード塗装上の氷形成
における降雨エロージョンの影響）（対応JIS:なし）

　　　 　事案としては残っているが中断中であり進展な
し。

　　⑵ 　ISO/PWI TS 19392-7, Paints and varnishes ‒ 
Coating systems for wind-turbine rotor blades 

‒ Part 7: Determination and evaluation of 
resistance to hail（風力発電ローターブレードの
塗装システム－第 7部：降雹（ひょう）耐性の測
定と評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　プロジェクトリーダー不在であったが、新たに
２名がプロジェクトリーダーとして指名され、活
動を再開することで合意された。

　　⑶ 　ISO/PWI TS 19392-8, Paints and varnishes 

‒ Coating systems for wind-turbine 

rotor blades ‒ Part 8: Determination and 
evaluation of　resistance to soiling（風力発
電ローターブレードの塗装システム－第８部：耐
汚染性の測定と評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　本プロジェクトを進めることに興味があるかど
うかの意見照会が実施され、中国のみ興味を示し
たが、プロジェクトリーダーを引き受ける人がい
ないため、時間切れで終了することで合意した。

　　⑷ 　ISO/TS 19392-9, Paints and varnishes ̶ 

Coating systems for wind-turbine rotor 

blades ̶ Part 9: Determination and 

evaluation of ice adhesion using shear test

（シェアテストによる氷付着性の評価）（対応
JIS:なし）

　　　 　意見照会で寄せられたコメントを反映させ、NP

投票に進めることで合意された。

　4.2　定期見直し事案

　　⑴ 　ISO/TS 19392-1:2018, Paints and varnishes 
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̶ Coating systems for wind-turbine rotor 

blades ̶ Part 1: Minimum requirements and 

weathering（風力発電ローターブレードの塗装
システム ̶ 第１部 : 最小要件と耐候性）（対応
JIS:なし）

　　　 　現在の試験方法は ,実際の気象条件のシミュ
レーションができていないため、複合サイクル暴
露試験と現行の試験との違いが観察されるという
コメントを文書に追加することが提案された。更
に複合サイクル暴露試験を文書に追加することも
提案された。次回の会議で複合サイクル暴露試験
結果についてのプレゼンテーションを行うこと及
び、TS（技術仕様書）を IS（国際規格）に改訂
することが合意された。

　　⑵ 　ISO/TS 19392-2:2018, Paints and varnishes 

̶ Coating systems for wind-turbine rotor 

blades ̶ Part 2: Determination and 

evaluation of resistance to rain erosion 

using rotating arm（風力発電ローターブレード
の塗装システム ̶第２部 : 回転アームを使用し
た耐雨侵食性の測定と評価）（対応 JIS:なし）

　　　 　寄せられたコメントについて協議し ,まずプロ
ジェクトリーダーの Dyer氏が文書を改訂、回覧
後、原案作成委員会を招集する。また、TS（技術
仕様書）から IS（国際規格）に改訂することも
合意された。

　　⑶ 　 ISO/TS 19392-3:2018, Paints and varnishes 

̶ Coating systems for wind-turbine rotor 

blades ̶ Part 3: Determination and 

evaluation of resistance to rain erosion 

using water jet（風力発電ローターブレードの
塗装システム ̶第３部 : ウォータージェットを
使用した降雨エロージョンの測定と評価法）（対
応 JIS:なし）

　　　　継続で合意された。
 

　4.3　�その他

　　⑴ 　TC107（金属及び無機質被膜専門委員会）によ
る以下のプロジェクトについて SC9にも意見照会
が実施される。

　　　 　ISO/NP 25249-1, Corrosion protection of 

offshore wind structures ̶ Part 1: Design 

considerations（洋上風力構造物の腐食保護 -第
１部 設計上の考慮事項）

　　　 　ISO/NP 25249-2, ̶ Part 2: Primary steel 

components ̶ General requirements for 

thermal spraying and painting（-第２部 一次
鋼材 -溶射及び塗装に関する一般要求事項）

　　　 　ISO/NP 25249-3, ̶ Part 3: Primary steel 

components ̶ Supplementary requirements for 

Foundations（-第３部 一次鋼材 - 土台に関す
る補足要求事項）

　　　 　ISO/NP 25249-4, ̶ Part 4: Primary steel 

components ̶ Supplementary requirements for 

Towers（-第４部 一次鋼材 - タワーに関する補
足要求事項）

　　　 　ISO/NP 25249-5, ̶ Part 5: Supplementary 

requirements for primary structural steel- 

and cast components for rotor nacelle 

assembly（-第５部 ローターナセル組立用の一
次構造用鋼材及び鋳造部品に関する補足要求事
項）

　　　 　NP投票で提案が受け入れられた場合、TC107と
TC35のジョイントワーキンググループ（JWG 6）
を立ち上げて開発を進める。

　　⑵ 　ISO/TS 19392-6, Coating systems for 

wind-turbine rotor blades ̶ Part 6: 

Determination and evaluation of ice adhesion 

using centrifuge（風力発電ローターブレードの
塗装システム ̶ 第６部 : 氷付着性の測定と評
価）

　　　 　翻訳の過程で軽微なミスが検出されたため、文
書の一部追補が行われることで合意された。

5.　�SC14/WG2 と SC9/WG31 の合同会議

　 　SC14（鋼構造物の防食塗装システム分科委員会）が
ISO 12944シリーズの大幅改訂を実施中であり、ISO 

12944-6（防食塗装システムによる鋼構造物の腐食防
食 -第６部 実験室における性能試験方法）について
も内容を吟味している。試験方法に関しては SC9と関
連する部分もあるため、昨年に引き続き合同会議を実
施した。特に試験塗膜に関するサビの評価方法につい
ての議論が行われている。今後ラウンドロビンテスト
を実施する予定である。
　 　今回は、スペインのテクナリア社より、「スクライ
ブの深さがソルトスプレーでの腐食クリープの結果に
与える影響」についてのプレゼンテーションが行われ
た。試験結果からスクライブの深さが深いほど、腐食
クリープが少ない傾向があるとのことであり、引き続
き調査が継続される。また、ラウンドロビンテスト実
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施を念頭におき、以下の業務を行う“スクライブライ
ン”タスクグループを立ち上げ、参加者を募集した。
　　① 　ジョイントワーキンググループ（WG31 ＆ WG12）

への計画立案と提案
　　②　試験の実施
　　③ 　ジョイントワーキンググループ（WG31 ＆ WG12）

への結果の報告

6.　TC 35/SC 9 （塗料の一般試験方法）分科委員会

　 　全ての WGの会議後に開催され、各 WG国際事務局か
らの会議報告及び各 WG会議において合意・推奨され
た事案に関する決議が行われた。
　 　個別の規格以外の決議事案は以下である。
　・ TC107/SC8（金属及び無機質被膜専門委員会 /化成
被膜分科委員会）と TC35/SC9の間で双方向リエゾ
ンを設置する。

　・ WG29については TR5604の発行をもって業務を完遂
したため、解散する。

　・ WG30 の 新 コ ン ビ ナ ー と し て ド イ ツ の Artur 

Schönlein氏を指名する。
　　 26件の事案の決議が行われ、全会一致で採択され
た。

7.　�今後の TC 35/SC 9 会議開催予定

　 　2025年の TC35国際会議週間は６月 9-19日に日本・
東京（東京塗料会館）で開催される。

8.　あとがき

　 　ロンドンでの会議に対面で参加したが、ヒースロー
空港の近くに宿泊したこともあり、地下鉄で毎日通
うことにした。地下鉄を降りるとすぐに“bsi”と書
かれた立派なビルが見え、駅から 1分と非常に交通
の便の良い場所にあり、まったく土地勘がない小生
でも簡単にたどり着くことができた。なお、bsiとは
British Standards Institution（英国規格協会）の
略である。建物内の会議室には天井から吊り下げ型の
マイク・スピーカー、コンセント付きテーブルがあり、
机上が広く、パソコン、筆記用具が置きやすくなって
いた。更に会議室の外のソファー、入退室のセキュリ
ティ対策、カフェテリア等もあり、建物内部の環境も
素晴らしかった。
　 　今回は、TC35/SC9の国内事務局としての各会議へ
の参画に加え、日本が提案した案件のプロジェクト
リーダーとしての役割を果たすとことが重要な任務で
あった。本案件は残念ながら、昨年、前プロジェクト

リーダーの急な退任により、規定のスケジュールどお
りに計画を進めることが困難となり、国際会議で、新
プロジェクトリーダーへの交代、及び委員会段階 (CD)

から予備段階 (PWI)に引き戻すことを認めてもらった
経緯がある。今年度はその規格開発の進捗状況を国際
会議の場で説明し、理解を得ることが目的であった。
小生としては、日本のタスクチームが協力してこの一
年間様々な検証、議論を行い、再度の原案提出の見通
しが立ったことを必死に訴えたつもりである。その結
果、会議では理解を得られ、「再提出を待っている、
報告ありがとう。」とコンビナーから暖かい言葉をか
けてもらい安堵した。
　 　さて、今年の全体的な規格開発の動向としては、や
はりドイツ主導であることに変わりはない。レオロ
ジー関連の規格網の構築、粉体の表面エネルギー、プ
ラスチックと部品の塗装に関する規格、自動車塗装に
関するレーダーの透過性、塗膜欠陥評価へのデジタル
画像処理の活用等の新規提案及びアイディアがドイツ
より次々と出されてきている。デンマークは、数年前
から洋上風力発電に関する包括的な規格を開発したい
と、様々な TC（専門委員会）に働きかけ、TC35にも
積極的に打診を行ってきた。ついに TC107（金属及び
無機質被膜専門委員会）から新規提案として Form ４

（提案書）を提出し、提案を受け入れるかどうかの NP

投票に持ち込んだ。受け入れられた場合、TC35との
ジョイントワーキンググループを立ち上げることと
なった。オランダの SC14コンビナーは、SC9を巻き
込んで SC14/SC9合同会議を主催し、試験板へのスク
ライブの入れ方と腐食に関するラウンドロビンテスト
実施を目指している。以上のように各国のアグレッシ
ブな動きが感じられた。
　 　来年は 2016年以来の日本開催が予定されており、
休憩時間中の雑談では、ある人は前回の東京開催の会
議に参加した時に、朝の通勤ラッシュで満員電車に駅
員が人を押し込んでいる風景を目撃して驚いたこと
や、日本の食べ物がおいしかったことなどを話し、日
本に行ったことのない人は、ボスに頼んで是非行かせ
てもらいたい等、次回の日本開催の話題で大いに盛り
上がった。是非とも多くの方々が日本を訪れてくれる
ことを期待する。
　 　最後に、ロンドンでの会議に参加いただいた方々を
はじめとし、日本提案の規格開発、進め方の策定に
参画していただいた方々、国内委員会で各規格案を審
議いただいた委員の方々のご協力に深く感謝すると共
に、引き続き本活動へのご支援、ご協力を期待する。
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表 -1　2023 年 10 月 1 日から 2024 年 9 月 30 日までに認証した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 認証年月日

JP0324001 吉野石膏株式会社 JIS K 5669 合成樹脂エマルションパテ 2024年 4月 1日

JP0624001 宇部吉野石膏株式会社 JIS K 5669 合成樹脂エマルションパテ 2024年 4月 1日

表 -3　2023 年 10 月 1 日から 2024 年 9 月 30 日までに認証を取り消した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 認証取消日

該当製品なし

表 -2　2023 年 10 月 1 日から 2024 年 9 月 30 日までに契約を終了した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 認証終了日

JP0411001 菊水化学工業株式会社 JIS K 5660
つや有合成樹脂

エマルションペイント
2023年 12月 18日

JP0509007 関西ペイント株式会社 JIS K 5621 一般用さび止めペイント 2024年 1 月 22日

JP0407011 昭永ケミカル株式会社 JIS K 5665 路面標示用塗料 2024年 2 月 1 日

JP0508064 川上塗料株式会社 JIS K 5670
アクリル樹脂系
非水分散形塗料

2024年 3 月 30日

JP0308006 アトミクス株式会社 JIS K 5970 建物用床塗料 2024年 3 月 31日

JP0508047 ロックペイント株式会社 JIS K 5516 合成樹脂調合ペイント 2024年 9 月 30日

表 -4　2023 年 10 月 1 日から 2024 年 9 月 30 日までに JIS マーク表示の一時停止を請求した鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 停止請求を行った期日

該当製品なし
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ニ ュ ー ス

JIS マーク表示認証業務

　・当協会が 2023年 10月１日から 2024年９月 30日までの間に JIS認証した鉱工業製品は表 -1、JIS認証契約を終
　　 了した鉱工業製品は表 -2、JIS認証を取り消した鉱工業製品は表 -3、並びに JISマーク表示の一時停止を請求し

た鉱工業製品は表 -4のとおりです。
　・産業標準化法に基づいて当協会が行っている JISマーク表示認証業務の内容及び塗料 JISに係る認証登録などの
　　最新情報については、当協会のホームページに掲載していますので、下記の URLにてご確認ください。
　　URL：https://www.jpia.or.jp



表 -6　外部発表一覧（2022 年 11 月 1 日～ 2023 年 9 月 30 日）

発表題目 発表者 発表先（誌名） 出版／主催者

投
稿

長期塩害暴露による気象条件がコンクリー
ト中の鉄筋腐食に与える影響

佃　洋一
〔共同執筆者〕

コンクリート工学年次大会 2024

（松山）
〔金沢大学、（一社）コンクリート
メンテナンス協会との共同執筆〕

公益社団法人
日本コンクリート
工学会

塗替え塗装時の素地調整品質と塗膜特性
関島 竜太

〔共同執筆者〕

土木技術資料 令和６年３月号
〔（国研）土木研究所 冨山禎仁氏
との共同執筆〕

一般財団法人
土木研究センター

ISO 12944-9に基づくスクライブラインを
入れた塗装鋼板における各種耐食性試験の
比較

比留川 伸司 防錆管理（Vol.68, No.8, 2024）
一般社団法人
日本防錆技術協会

講
演

ISO 12944-9 に基づくスクライブラインを
入れた塗装鋼板における各種耐食性試験の
比較

比留川 伸司
2023年 10月 20日
第 46回鉄構塗装技術討論会
〔自動車会館 大会議室〕

一般社団法人
日本鋼構造協会

「熱流計測法による塗膜の熱性能試験」の
基礎データの収集～断熱塗料と遮熱塗料を
塗装した断熱材の日射侵入比の比較～

比留川 伸司

2024年 8月 30日
2024年度日本建築学会大会
[関東 ]

〔明治大学 駿河台キャンパス〕

一般社団法人
日本建築学会

Comparison of ISO 12944 cyclic aging 

test and ISO 11997-1 cyclic corrosion 

test

比留川 伸司

2024年 9月 19日
A d v a n c e s  i n  C o r r o s i o n 

Protection by Organic Coatings 

(ACPOS2024)

〔東京理科大学 野田キャンパス〕

東京理科大学
先端エネルギー変換
研究部門

表 -5　2024 年 9 月 30 日までに JIS マーク表示の一時停止を請求中の鉱工業製品

認証番号 認証取得者の名称 認証区分（規格番号） 規格名称 停止請求を行った期日

JP0307004 神東塗料株式会社 JIS K 5663
合成樹脂エマルション
ペイント及びシーラー

2022年 7月 27日
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建築基準法に基づく性能評価書の発行

　・建築基準法施行令第 20条の７に基づく建築材料の性能評価を終え、当協会が 2023年 10月１日から 2024年９月
　　30日までの間に発行した性能評価書はありませんでした。

外部発表

　・当協会が 2023年 10月１日から 2024年９月 30日までの間に外部発表したものは表 -6のとおりです。



表 -7　塗料試験方法研究会　勉強会（2023 年 10 月 1 日～ 2024 年 9 月 30 日）

年月日／部会 勉強会の内容 開催場所 参加者

2023年 11月 16日
／西部会

工場見学会（西部会）：
①関西光量子科学研究所
　（京都府木津川市梅美台八丁目 1番地 7）
②積水ハウス株式会社 総合住宅研究所
　（京都府木津川市兜台 6丁目 6-4）

関西光量子科学研究所
積水ハウス株式会社 

総合住宅研究所

12名
/6社

2024年 1月 26日
／東・西部会
（合同開催）

2023年度 第 1回講演会：
① 促進耐候技術とサイクルの改善による相関と耐用年数予測
の信頼性向上
　（講師：アメテック株式会社 Craig Hazzard）
②  JISマーク認証業務からのお知らせについて
　（講師：一般財団法人 日本塗料検査協会 東支部　櫻井 剛）

TKPガーデンシティ
新大阪 カンファレンス
ルーム 6B

（対面・オンライン併用）

対面：31名 /

14社（西部会）、
オンライン：
78名（東部会 

38名 /西部会 

40名）
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塗料試験方法研究会

　・ 当協会が主宰している当研究会にて 2023年 10月 1日から 2024年 9月 30日までの間に実施した勉強会は表 -7の
とおりです。
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業 務 案 内

最新の設備と豊富な実績で、多様なニーズに対応します。

 試 験・検 査　　　　　品質性能に関する試験・検査

　・JIS 規格、団体規格及び外国規格に基づく試験・検査
　・各種基準、法令及び条約などに基づく試験・検査

 調 査・研 究　　　　　品質性能、試験方法及び評価技術の調査・研究

　・官公庁、各種団体からの委託による調査・研究
　・新規試験方法、評価方法の開発・研究・提案
　・塗料試験方法研究会の主宰

 標　 準　 化　　　　　品質性能、試験方法及び評価技術の標準化

　・ISO/TC 35「ペイント及びワニス」の国内審議団体委員及び ISO/TC 35/SC 9「塗料の一般試験方法」
　　の国内審議団体並びに国内事務局
　・塗料・塗膜・塗料用原材料の試験方法、製品などの JIS 原案作成に係る協力

 認 証・評 価　　　　　法令に基づく認証・認定・評価・証明

　・JIS マーク表示制度による製品認証（塗料及び建築用塗膜防水材・仕上塗材・下地調整材）
　・建築材料からのホルムアルデヒド放散に係る性能評価
　・環境保全に関する測定・分析及び計量証明

 その他の業務　　　　　試験材料の提供

　・各種塗料・塗膜試験を行う際に必要な標準の材料・器具などの提供

　以下の試験材料を①及び③は東・西両支部、②は東支部のみにて販売しています。
　ホームページ（試験材料の案内）の注文用紙に記入し FAX にてご注文ください。

〔試験材料〕
　①「引っかき硬度」試験用検定鉛筆（６Ｂ～６Ｈ／ 14 硬度スケール）	 ￥   220（１本）
　　ご注文は６本以上（異なる硬度の混合も可）でお願いします。
　②「表面乾燥性」試験用バロチニ	 ￥11,000（１セット）
　③「白亜化」測定用テープ	 ￥  1,650（１箱 50 枚入り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表示価格は送料を含まない税込価格です）

　※なお、「隠ぺい力」に使用する JIS 適合品の隠ぺい率試験紙は下記にて販売されています。
　　日本テストパネル㈱　　（０６）６９５３－１６６１　／　太佑機材㈱　　（０６）６７２７－１１２１　／　
　　ＴＰ技研㈱　　　　　　（０６）６９６５－６７８０

本誌の内容や記事の転載に関するお問い合わせは次ページの東支部（日塗検ニュース事務局）までお願いします。






